
新町駐屯地見学で自衛隊をＰＲ
本
教
練
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
及
び
自
衛

対
し
、
新
町
駐
屯
地
見
学
を
実
施
し

学
者
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
て
お
り
、

８
月
２
０
日
（
木
）
新
町
鉄
南
剣
道

し
て
駐
屯
地
見
学
の
申
し
込
み
を
受

初
め
て
聞
く
自
衛
隊
の
訓
練
、
災
害

通
う
生
徒
が
多
い
新
町
鉄
南
剣
道
教

ス
を
保
ち
な
が
ら
、
駐
屯
地
見
学
を

群
馬
地
方
協
力
本
部
高
崎
地
域
事

例
年
は
、
新
町
中
学
校
が
総
合
的

年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
学
校
と
し
て
実

（
マ
ス
ク
の
着
用
・
消
毒
等
）
を
万

見
学
に
参
加
し
た
生
徒
達
は
、
駐

な
学
習
の
時
間
と
し
て
３
日
間
の
基

教
室
の
生
徒
や
保
護
者
等
１
３
名
に

け
た
。
新
町
駐
屯
地
は
８
月
か
ら
見

務
所　

所
長　

土
屋
３
等
陸
尉
は
、

室
か
ら
、
高
崎
地
域
事
務
所
を
経
由

屯
地
広
報
担
当
者
の
楽
し
い
話
や
、

施
で
き
な
か
っ
た
為
、
同
中
学
校
に

全
に
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

た
。

隊
体
操
等
を
実
施
し
て
い
た
が
、
今

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策

実
施
し
た
。

桐生防災講演会に参加して
保
洋
）
が
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
が
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る

自
主
防
災
会
と
は
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

明
し
た
。
更
に
実
際
に
役
立
つ
防
災
知
識
と
し
て
、
ロ
ー

化
会
館
に
お
い
て
桐
生
市
東
地
区
自
主
防
災
会
主
催
の

測
の
た
め
、
桐
生
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
マ
イ

ど
の
く
ら
い
滞
在
す
る
の
で
す
か
。」
等
の
質
問
が
相
次

真
で
解
説
し
た
。
ま
た
令
和
元
年
台
風
１
５
号
、
１
９
号

を
体
験
し
た
方
は
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
に
苦
戦
し
「
練
習
が
必

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
：
防
衛
事
務
官

活
動
を
す
る
組
織
で
あ
る
。

助
、
生
活
支
援
、
予
備
自
衛
官
等
の
活
動
を
実
際
に
自
ら

ス
リ
ン
グ
索
を
配
り
、
ロ
ー
プ
に
触
れ
て
も
ら
う
と
と
も

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、「
辛
か
っ
た
こ
と
、
良
か
っ

講
演
会
で
は
群
馬
地
本
広
報
班
長
（
１
等
陸
尉　

大
島

「
自
衛
隊
員
に
よ
る
防
災
講
演
会
」
で
講
話
を
実
施
し
た
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
等
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説

井
ノ
口
哲
也
）
は
、
８
月
２
８
日
（
金
）
桐
生
市
市
民
文

等
、
水
害
が
発
生
し
て
い
る
点
に
触
れ
、
水
害
の
危
険
予

た
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。」
や
「
災
害
派
遣
現
場
に
は

経
験
し
た
災
害
派
遣
活
動
で
の
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
写

に
２
名
の
方
に
実
演
し
て
頂
い
た
。
実
際
に
も
や
い
結
び

守
る
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
住
民
自
ら
が
協
力
し
て
防
災

現
状
を
説
明
し
、
平
成
３
０
年
西
日
本
豪
雨
で
の
人
命
救

プ
ワ
ー
ク
の
中
で
も
や
い
結
び
を
解
説
し
た
。
来
場
者
に

要
で
す
ね
。」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

講話をする大島１尉 講話を補助する亀田２海曹と一般来場者２名

群
馬
地
本
高
崎
所
は
、
今
後
も
効

て
い
る
戦
車
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
前

目
標
の
達
成
に
尽
力
し
て
い
く
。

小
学
生
は
、
ミ
ニ
戦
闘
服
の
体
験
試

派
遣
等
の
話
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
住
民
の
理
解

に
並
び
笑
顔
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

着
に
大
喜
び
で
、
駐
屯
地
に
展
示
し

前
の
め
り
に
話
を
聞
き
入
っ
て
い
た
。

の
深
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
募
集

果
的
な
一
般
広
報
に
よ
り
自
衛
隊
を

推
進
し
て
い
く
。

今
後
も
防
災
講
話
等
の
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加

ぎ
、
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
た
と
実
感
す
る
こ
と

し
、
防
災
意
識
の
普
及
と
と
も
に
自
衛
隊
の
情
報
発
信
を

が
で
き
た
。


